
理科教員のためのリカレント・セミナー

日 付：平成３０年１２月１５日（土）
開 場：９：３０～
時 間：１０：００ ～ １６：００
会 場：山陽小野田市立山口東京理科大学
対 象：高等学校・中学校の理科教員

（小学校教員の方もご参加いただけます）

定 員：３０名
申 込：裏面をご覧ください
受講料：無料

主催：山陽小野田市立山口東京理科大学
後援：山口県教育委員会

お問い
合わせ 大学事務部 地域連携室

〒756-0884 山口県山陽小野田市大学通1-1-1
TEL：0836-88-4515 FAX：0836-88-3510
E-Mail：tiiki@admin.socu.ac.jp

山陽小野田市立山口東京理科大学

電話・FAX・E-Mailにより申し込むことができます。

お申込みの際には、必ず、以下の必要事項をご記入、またはご連絡ください。

申し込み方法

【必要事項】

【申込先】

【申込締切】 平成３０年１２月１０日（月）

山陽小野田市立山口東京理科大学大学事務部地域連携室
〒756-0884 山口県山陽小野田市大学通1-1-1
TEL：0836-88-4515 FAX：0836-88-3510 E-Mail：tiiki@admin.socu.ac.jp

① 氏名（フリガナ） ②学校名 ③連絡先（TEL, FAX, E-Mail など）
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山陽小野田市立山口東京理科大学
では、中学校・高等学校の教員向け
にリカレント・セミナーを開催して
おります。
本年度は「化学」をテーマに取り

上げます。教員の皆様は、工学部 応
用化学科の教授による講義と実験を
通して、授業で取りあつかう理科・
サイエンスが大学や企業での研究・
開発と深いかかわりを持っているこ
とを体感していただけます。
本セミナーが、教員皆様の授業づ

くりの発展に貢献できますと幸いで
す。多数のご参加をお待ちしており
ます。

『 化 学 』平成30年 12月15日



理科教員のためのリカレント・セミナー （化学）
平成３０年１２月１５日（土） 10:00 ～ 16:00

Recurrent seminar for Science teacher

当日のプログラム

9:30 – 10:00

10:00 – 10:10

開場（５号館 5104教室）・受付開始

地域連携センター長 挨拶

10:10 – 11:10 化学講義（５号館 5104教室）

世界一をめざす
化学材料について

筆者が当大学に移る前の36年間、企業にて行っ
た研究開発の中で創出した「世界一の特性を有する
材料」を例にとり、開発のきっかけから成功に至る
過程で、成功を決定付けた幾つかの出来事について
お話します。
そこで重要なことは「失敗を恐れず果敢にアタッ

クする研究姿勢」ですが、いくら良い成果が得られ
たとしても、その研究成果を事業化するまでには多
くの障害が立ちはだかります。
筆者の場合は、その障害を乗り越える一つの手段

として、科学雑誌NatureやScienceにその研究成果
を掲載し、事業化への推進力と致しましたが、その
影響力の大きさや企業内環境の変化等について、筆
者自身の苦労話も盛り込んでお話し致します。

石川 敏弘
山陽小野田市立山口東京理科大学
工学部 応用化学科 教授・副学長（研究推進）

大阪市立大学・大学院工学研究科博士前期課程
修了。大阪府立大学にて工学博士号を取得。山
口大学工学部客員教授、宇部興産株式会社研究
開発本部フェロー等を経て、山口東京理科大学
工学部教授に着任し、現在に至る。

13:00 – 16:00 化学実験（３号館 化学実験室２）

『うがい薬』をつかって、
ウイルスより小さい金コロイドを
作って見よう

「都市鉱山」ということばを御存知でしょうか。
平成20年1月に(独)物質・材料研究機構が発表し
た国内に蓄積されリサイクルの対象となる金属の
推定量によると、「金」は約 6,800 トンで世界
の現有埋蔵量(42,000 トン)の約16%に相当、同
じく「銀」は 60,000 トンで 22%となっていま
す。まさに「都市鉱山」で、今後こうした再資源
化技術はその重要性が増すものと思われます。
本日は、金の再資源化技術を簡単な実験で体験

してもらいます。うがい薬を用いて金箔を溶解さ
せた後に、還元させ金コロイドを作成します。金
コロイドは、生物学や医学、工学分野（バイオイ
メージングや診断用途、フォトニクス分野）で広
く応用されており、今後も新たな応用が期待され
ています

白石幸英
山陽小野田市立山口東京理科大学
工学部 応用化学科 教授
先進材料研究所 所長

東京理科大学工学部工業化学科卒業・同大学院
工学研究科博士課程修了。コニカ株式会社を経
て、山口東京理科大学基礎工学部助手に着任。
同大学基礎工学部講師、准教授等を経て、同大
学工学部教授に着任、現在に至る。

11:30 – 13:00 昼食 各自でご用意ください。
学食もご利用いただけます

16:00 終了
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